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４
月
15
日
、
日
本
政
府
は
イ
ン
フ
ラ
・
シ
ス
テ
ム

の
海
外
展
開
や
経
済
協
力
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
第

２
回
経
協
イ
ン
フ
ラ
戦
略
会
議
」
を
開
き
、
円
借
款

の
戦
略
的
活
用
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

開
発
途
上
国
の
政
府
に
低
利
で
長
期
の
資
金
を
貸

し
付
け
る
円
借
款
は
、
こ
れ
ま
で
も
人
々
の
暮
ら
し

を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。
日
本
政
府
は
円
借
款
の
積
極
的
な
活
用
を
さ
ら

に
推
進
す
べ
く
、
重
点
分
野
の
見
直
し
、
金
利
の
引
き

下
げ
な
ど
を
行
う
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
発
生

後
の
復
旧
段
階
で
発
生
す
る
資
金
需
要
に
対
し
て

迅
速
な
支
援
を
行
う
「
災
害
復
旧
ス
タ
ン
ド
バ
イ
借

款
」
を
導
入
。
さ
ら
に
、
日
本
の
優
れ
た
技
術
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
移
転
す
る
こ
と
で
〝
顔
の
見
え
る
援
助
〞
を

0203
沖
縄
県
と
連
携
し
、島
の
知
見
を
生
か
し
た
協
力
を
強
化

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
年
々
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
民

間
連
携
事
業
を
強
化
す
る
た
め
、
４
月
１
日

付
け
で
民
間
連
携
事
業
部
（
旧
：
民
間
連
携

室
）、
中
小
企
業
支
援
室
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
日
本
国
内
の
経
済
が
伸
び
悩
み
を

見
せ
る
中
、
経
済
成
長
著
し
い
新
興
国
、
開

発
途
上
国
が
新
た
な
市
場
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
自
社
の
優
れ

た
製
品
や
技
術
を
生
か
し
て
海
外
で
ビ
ジ
ネ

ス
展
開
を
図
る
民
間
企
業
も
徐
々
に
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
海
外
に
関
す
る
知
見
や
業
務

経
験
の
不
足
、
事
業
資
金
の
確
保
が
障
害
と

な
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
各
省
庁
や
政
府
機
関
が
一
体
と
な

り
、
企
業
規
模
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
オ
ー
ル
ジ

ャ
パ
ン
で
日
本
企
業
の
海
外
展
開
を
後
押
し

す
る
動
き
が
高
ま
っ
て
お
り
、
中
で
も
途
上

国
で
の
豊
富
な
事
業
経
験
と
広
範
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
有
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
、
途
上
国
で
の
官

民
連
携
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
イ

ン
フ
ラ
事
業
）
や
貧
困
層
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
（
Ｂ

Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
）
な
ど
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
昨
年
10

月
に
は
、
民
間
部
門
に
よ
る
途
上
国
で
の
開

発
事
業
に
対
す
る
出
資
、
融
資
を
行
う
海
外

投
融
資
事
業
も
本
格
再
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
中
小
企
業
支
援
室
は
、
３
月
26
日
〜

４
月
末
に
か
け
て
、
外
務
省
、
経
済
産
業
省
、

独
立
行
政
法
人
貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
）、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
と
の
共
催
で
、
全
国
30
カ
所
以
上
で
事

業
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
各
会
場
で

は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
主
な
支
援
策
と
し
て
、Ｂ
Ｏ

Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
現
の
た
め
の
協
力
準
備
調

査
、
企
業
の
製
品
・
技
術
の
普
及
を
後
押
し

す
る
民
間
提
案
型
普
及
・
実
証
事
業
、
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
の
育
成
の
た
め
に
社
員
を
途
上

国
へ
派
遣
す
る
民
間
連
携
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
。
参
加
企
業
か
ら
は
、

「
海
外
に
強
い
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
策
を
聞
け

て
参
考
に
な
っ
た
」、「
各
支
援
策
の
違
い
や

活
用
方
法
が
よ
く
分
か
っ
た
」、「
青
年
海
外

協
力
隊
員
と
し
て
社
員
を
派
遣
す
れ
ば
、
海

外
展
開
の
糸
口
を
つ
か
め
る
」
な
ど
、
前
向

き
な
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
回
の
組
織
改
編
を
通
じ

て
、
よ
り
一
層
、
民
間
連
携
事
業
を
強
化
、

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

３
月
29
日
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
沖
縄
県
と
連
携
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
締
結
す
る
の

は
こ
れ
が
初
め
て
で
す
。

　

国
内
唯
一
の
亜
熱
帯
地
域
で
あ
る
沖
縄
県
は
、
島

し
ょ
で
あ
る
こ
と
、
独
自
の
歴
史
文
化
を
有
す
る
こ

と
な
ど
の
特
徴
を
持
ち
、
地
理
的
・
気
候
的
に
ア
ジ

ア
太
平
洋
の
国
々
と
類
似
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
連

携
を
機
に
、
沖
縄
が
培
っ
て
き
た
技
術
や
知
見
を
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
を
中
心
と
し
た
開
発
途
上
国
の
開
発

に
よ
り
一
層
生
か
す
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
実
施
し
て
き
た
水
資

源
管
理
、
廃
棄
物
管
理
、
観
光
開
発
、
平
和
の
発

信
、
Ｉ
Ｔ
技
術
な
ど
の
分
野
で
の
協
力
を
よ
り
効
果

的
な
も
の
に
す
る
た
め
、
沖
縄
県
内
の
自
治
体
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
、
民
間
企
業
、
大
学
な
ど
が
〝
オ
ー
ル
沖
縄
〞

と
し
て
連
携
し
、
途
上
国
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
協
力

を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

新体制で民間企業の海外展開を後押し 01

　

沖
縄
県
庁
で
の
署
名
式
に
は
、
田
中
明
彦
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
理
事
長
と
仲
井
眞
弘
多
沖
縄
県
知
事
が
出
席
。

田
中
理
事
長
は
、「
こ
れ
ま
で
以
上
に
沖
縄
県
と
一

緒
に
な
っ
て
途
上
国
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。
仲
井
眞
知
事

は
「
ち
む
ぐ
り
さ

ん
（
一
緒
に
苦
し

み
を
分
か
ち
合

う
）の
精
神
で
、沖

縄
と
途
上
国
は
共

に
学
び
合
え
る
。

国
際
協
力
の
拠
点

と
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
沖
縄
セ
ン
タ
ー

を
さ
ら
に
活
用
し

た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

円
借
款
の
戦
略
的
活
用
で
、国
づ
く
り
を
支
え
る

円借款で整備が進められてい
るベトナムのカイメップチーバ
イ港

連携協定に署名した田中理事長（左）と仲井眞
沖縄県知事

促
進
す
る
「
本
邦
技
術
活
用
条
件
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）」
に

つ
い
て
、
日
本
企
業
と
途
上
国
双
方
に
と
っ
て
よ
り

魅
力
あ
る
制
度
に
な
る
よ
う
改
善
し
ま
し
た
。

　

円
借
款
の
実
施
を
担
う
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
今
回
導

入
・
改
善
さ
れ
た
制
度
の
着
実
な
適
用
に
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。

仙台市で行われた事業説明会。多くの企業が集まり関
心の高さが伺えた

セネガルでは、民間企業による貧困層を対象とした水
ビジネスの調査を支援


